
















   

※上記は書籍の内容を簡略化してまとめている．手順の詳細や，根拠・コツ・注意点などのポイントは書籍にて確認

温罨法

後片づけをする
・物品は規定に沿って廃棄・消
毒・収納する

・本人の状態，訴えに注意し，
経時的にバイタルサインや皮
膚の変化の有無を確認する

・高齢者のそばを離れる際は，
ナースコールを手の届くとこ
ろに置く

5

ホットパックを部分的に
使用する場合

ホットパックを電子レンジ，
保温庫で温める

4

腹部膨満に対してメンタ
湿布を用いる場合

洗面器に湯を入れ，ハッカ油
を1滴たらす

4

湯たんぽの周囲の水分をタオ
ルで拭き，カバーに入れる

事前に排尿を済ませてもらう1

目的や手順，所要時間を伝え，
同意を得る

2

必要物品を用意する3

フェイスタオルを洗面器に入
れ，湯に浸す

洗面器からフェイスタオルを
取り出す

冷感に対して湯たんぽを
用いる場合

60～70℃に調整しておいた
ピッチャーの湯を湯たんぽの
1/2～2/3 まで入れ，空気を
抜いて栓を締める
・漏れがないことを確認する

　

4

足元から 10 cm ほど離して
置き，その後は頻回に訪室し，
状態を確認する

　

ホットパックを疼痛のある部
位（肩，腰など）にカバーやタ
オルに包んで当てる
・貼付する場合，時間は 10～
15分程度とする

　

フェイスタオルの熱さを確認
し，高齢者の腹部に当てる

湿布（フェイスタオル）をビ
ニール，バスタオルで覆った
うえで，腹帯などで固定し，
寝衣を整える
・腹部では臍部を中心に，腰背
部では第 5～6腰椎を中心に
貼用する

・貼用時間は 10 分程度を目安
とし，冷めないうちに適宜
フェイスタオルを交換する
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※上記は書籍の内容を簡略化してまとめている．手順の詳細や，根拠・コツ・注意点などのポイントは書籍にて確認

冷罨法

事前に排尿を済ませてもらう1

目的や手順，所要時間を伝え，
同意を得る

2

必要物品を用意する3

後片づけをする
・物品は規定に沿って廃棄・消
毒・収納する

・本人の状態，訴えに注意し，
経時的にバイタルサインや皮
膚の変化の有無を確認する

・高齢者のそばを離れる際は，
ナースコールを手の届くとこ
ろに置く

5

冷感を得るなど安楽を目的
として氷枕を用いる場合

バイタルサインを測定し，悪
寒などの訴えや末梢皮膚温な
どを確認する

4

漏れがないことを確認し，カ
バーをかける

枕を外し，氷枕を本人の頭が
中央にくるように置く

冷たさ，安定性などを本人に
確認し，タオルを適宜使用す
る

氷枕の空気を抜く

　

氷枕を作る．氷枕に氷を 2/3
入れ，約 200 mLの水を加え
る

急速な解熱を目的として
氷囊や氷頸を用いる場合

氷囊や氷頸を用いて表在性の
太い血管（頸動脈，腋窩動脈，
大腿動脈など）を直接冷却す
る

　

4

留め金具を上部にしっかりか
ける

　


